
中
尾
市
長
の
似
顔
絵
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
作
品
と
、
住
所
、
氏
名（
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）、
電
話
番
号
を
、

広
報
広
聴
課（
〒
750−

８
５
２
１
市
内
南
部
町
１
番
１
号
）へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

「しものせき元気がでるまちづくりセミナー」
（２月15日市民会館）

市民と市長を結ぶコラム

市ホームページ「市長の部屋」へどうぞ。 http://www.city.shimonoseki.lg.jp/

しものせき
ナビ
vol.42

下関の登録有形文化財

藤原義江記念館
（旧リンガー邸）
下関市阿弥陀寺町3-14

亀山八幡宮亀山八幡宮

下関
グランドホテル
下関
グランドホテル

下関市役所下関市役所

唐戸市場唐戸市場

藤原義江記念館
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住
民
自
治
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

〜
地
域
の
み
ん
な
が
参
加
す
る
ま
ち
づ
く
り
〜
　

こ
ん
に
ち
は
。
市
長
の
中
尾
友

昭
で
す
。
現
在
、「
住
民
自
治

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら「
何
を
す
れ
ば
良
い
の
で
す
か
」と

よ
く
聞
か
れ
ま
す
。

　
簡
単
に
言
え
ば
、
一
定
の
地
域
で
活

動
さ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
の
皆

さ
ん
が
新
た
な
組
織
を
つ
く
り
、
地
域

が
主
体
と
な
っ
て
身
近
な
課
題
や
地
域

の
活
性
化
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
地
域

と
市
が
協
働
す
る
こ
と
で
課
題
の
解
決

な
ど
を
行
い
、
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を

し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
下
関
市
は
合
併
に
よ
り
市
域
が
広
く

な
り
ま
し
た
。
併
せ
て
、
少
子
高
齢
化
、

人
口
減
少
、
景
気
低
迷
、
核
家
族
化
な

ど
社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、

地
域
で
は
連
帯
感
や
帰
属
意
識
が
低
下

す
る
な
ど
、
新
た
な
課
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

地
域
活
動
や
行
政
の
在
り
方
を
検
討
し
、

本
市
に
ふ
さ
わ
し
い
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
の
仕
組
み
を
構
築
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
25
年
度
は
、
基
本
的
な
推
進
方
向
や

身
近
な
地
域
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
話

し
合
う「
ま
ち
づ
く
り
集
会
」を
市
内
22

地
区
で
開
催
し
ま
し
た
。
２
月
15
日
に

は
、「
住
民
自
治
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
市
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
と

と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
認

識
を
共
有
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に

「
元
気
が
出
る
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
多
く
の

方
々
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
26
年
度
も
引
き
続
き
、「
ま
ち
づ
く
り

集
会
」や
啓
発
活
動
を
行
い
な
が
ら
、

モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、
市
内
数
地
区
で

「
ま
ち
づ
く
り
会
議（
仮
称
）」を
立
ち
上

げ
、
実
践
活
動
を
始
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
の

は「
人
」で
す
。
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
、
そ
れ
を
支
え
る
人
、

ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
人
、
そ
う
し

た
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し

て
、
新
た
な
ま
ち
を
共
に
つ
く
り
あ
げ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
ち
づ
く

り
に
終
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
自
ら
が
地
域
活
動
に
積

極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重

要
で
す
。
そ
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
が
元
気
に
な
り
、
市
全
体
の
元
気
に

つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
と
し
て
は
、
来
年
度
に
条
例
や
推

進
計
画
を
作
成
す
る
な
ど
、
地
域
が
ま

ち
づ
く
り
に
参
加
し
や
す
い
環
境
整
備

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
と

地
域
と
行
政
が
お
互
い
の
立
場
を
尊
重

し
て
、
参
加
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
紅べ

に
し
や
ま

石
山
に
建
つ
Ｒ
Ｃ
造
地
上
３
階

建
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
・
旧
リ
ン
ガ
ー

邸
。
ホ
ー
ム
＆
リ
ン
ガ
ー
商
会
下
関

支
店
の
支
配
人
住
居
と
し
て
、
昭
和

11（
１
９
３
６
）年
に
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
建
物
が「
英
国
領
事
公
邸
」と
も

言
わ
れ
て
い
る
の
は
、
同
商
会
の
支

配
人
が
下
関
英
国
領
事
の
代
理
領
事

だ
っ
た
か
ら
で
す
。
昭
和
57
年
か
ら

は
、
長
く
同
商
会
の
支
配
人
を
務
め

た
Ｎ
・
Ｂ
・
リ
ー
ド
の
子
息
で
あ
る

オ
ペ
ラ
歌
手
藤
原
義
江
の
記
念
館
と

な
り
ま
し
た
。
３
月
22
日
は
藤
原
義

江
の
命
日
に
あ
た
り
ま
す
。

　
20
世
紀
初
頭
に
現
れ
た
モ
ダ
ニ
ズ

ム
建
築
は
、
歴
史
的
な
建
築
に
見
ら

れ
る
装
飾
を
極
力
取
り
払
い
機
能
的

な
空
間
づ
く
り
を
目
指
し
た
近
代
建

築
運
動
の
ひ
と
つ
で
、
現
代
建
築
に

も
通
ず
る
も
の
で
す
。
記
念
館
の
白

い
滑
ら
か
な
壁
面
と
そ
こ
に
開
か
れ

た
長
方
形
の
窓
か
ら
も
装
飾
的
な
要

素
は
省
か
れ
、
と
て
も
シ
ン
プ
ル
な

外
観
で
す
。
当
時
世
界
的
な
流
れ
に

あ
っ
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
造
形
が

下
関
に
ま
で
拡
が
り
を
見
せ
て
い
た

こ
と
が
知
れ
る
点
で
、
こ
の
建
物
の

存
在
は
重
要
な
の
で
す
。

藤
原
義
江
記
念
館（
☎
234−４
０
１
５
）

開
館
時
間　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

※
休
館
日
＝
火
曜
日
・
第
３
土
曜
日

※
見
学
前
に
連
絡
を

※登録有形文化財…地域のシンボルとなっている建物など、特にその保存と活用が必要とされる身近
な歴史的建造物のうち、文部科学大臣が文化財登録原簿に登録した建築物や土木構造物などのこと 6平成26年３月号


